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Caking property of artificial coal (submerged coal)， from Submerged wood on the several 
condation of coalification， was determined. Even then， on the most 田vere condition 
(3500C， 6hr)， being assumed ten mi1lion years passage of natural ∞alification， it did not 
show caking property but barely coagulation. 
緒 言
富 山 県魚津埋没林 は 埋没後約 5 ， 000乃至 10 ， 000年 を 経過 し て い る と 云わ れ， 担炭化以前の 石炭化
過程の 研究試料 と し て 重要 な も の で あ る 。 著者 は 其 の 埋没杉材 を 用 い て 石炭 の 生成過程 と ， 人工的
に 高温高圧で 石炭化 し て 得 た 人造石炭 (埋没炭〉 の 性状等 に 関 し 研究 を 続 け て 来 た が， 特 に そ の 粘
結性 に つ い て 若干の 結果を 得 た か ら 報告す る 。
試料及び実験方法
試料 は 昭和27年新採掘 の 埋没樹杉材樹根 を 用 い 色相 は茶褐色 を 呈 し ， こ の 丸鋸屑 を 節分 け し 60�
100 メ ッ 乙/ ュ の も の を 用 い た 。 其 の 組成 は 前報 に示 し た 。 石炭化 は Bergius 法 に て 行い試料 50g を
水 500cc と 共 に 内 容 I I の 耐酸鋼製 オ ー ト ク レ ー プ に 収 め 振謹 し つ つ連続的 に加熱 し た。 そ の 詳細 に
つ い て は既 に迷べ た 。
〉
得 た埋没炭 は 風乾 し 正確 に 秤 量 し て 収量を 求 め ， 次 に 元素分析， 工業分析 を
行 い ， コ ー ク ス の 性状 を 調べ た 。
実験結果及び考擦
得 た 埋没炭 の 収 量， 工業分析結果 は 表ー1 表-2 に示 し た。
表-1 埋 没 炭 の 収 量 (%)
炭情度 | 炭化指数 l 炭袋詰力 | 鶴子屋 i 鶴間宅 | 炭官間 1 担問ゐ品川 量
150 0 . 96 6 55 12 6 茶色， 粗粉状 84 
200 1 . 4 1  24 " 15 " 茶褐色， '/ 74 
225 1 . 70 30 " 13 " 濃茶褐色， " 65 
250 1 . 98 55 " 13 '/ 黒褐色， " 64 
275 2 . 29 75 " 12 " 濃黒褐色， " 59 
300 2 . 59 120 " 17 " 黒色， " 54 
320 2 . 83 130 " 16 " " " 30 
350 3 . 32 200 " 11 " " " 28 
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表-2 埋 没 炭 の 工 業 分 析 C%)
炭化温度 。c l 炭 化 指 数 | 水 分 | 揮 発 分 | 固 定 炭 素 | 灰 分 | 燃料比
150 0 . 96 13 . 49 74 . 85 11 .42 0 . 24 0 . 15 
200 1 . 4 1  28 . 29 50 . 83 20 . 72 0 . 16 0 . 4 1  
225 1 . 70 23 . 88 48 . 57 27 . 20 0 . 35 0 . 56 
250 1 . 98 20 . 87 46 .86 32 . 00 0 . 21 0 . 68 
275 2 . 29 19 . 93 45 . 52 34 . 14 0 .41  0 . 75 
300 2 . 59 23 . 84 41 . 88 34 . 10 0 . 18 0 . 81 
320 2 . 83 3 . 58 47 . 55 48 . 44 0 . 43 0 . 98 
350 3 . 32 4 . 40 45 . 40 49 . 43 0 . 77 1 . 09 
炭化温度 の 上昇 と と も に収量， 揮発分 は誠少 し ， 固定炭素 は増加 し 燃料比 も 高 く な る 。 一般 に揮
発分40%以上， 燃料比 1 . 8以下 の も の は 弱粘 結性 を 示 し ， 揮発分 30�40%， 燃料比 1 . 8�4 . 0の も の3) 
は 強粘結性を 示す と い わ れ る 。 ま た 本邦炭分類表 と 比較 し て も ， 本埋没 炭 の 320�3500C の も の で
低度涯青炭 に近 く 従 っ て 粘 結性 は 弱い 。
次 に埋没炭 の 元素分析 結果 を 表- 3 に 示 し た。
表-3 理 没 炭 の 元 素 分 析 C%)
炭f喝度 | 炭化指数 | 炭 素 | 水 素 | 酸 素 | 窒 素 | 灰 分 | 硫 黄 分
150 0 . 96 54 . 8  6 . 0  38 . 9  0 . 12 0 . 2  
200 1 . 4 1  65 . 2  6 . 3  28 . 3  0 . 0.'1 0 . 2  
222 1 . 70 67 . 9  5 . 8  25 . 9  0 . 02 0 . 4  
250 1 . 98 73 . 8  5 . 8  20 . 2  0 . 0.'1 0 . 2  
275 2 . 29 77 . 0  6 . 3  16 . 3  0 . 0.'1 0 . 4  
300 2 . 59 79 . 1  5 . 7  15 . 0  0 . 0.'1 0 . 8  
320 2 . 83 79 . 5  5 . 6  12. 5 0 . 02 1 . 0  
350 3 . 32 81 . 5  5 . 4  12 . 3  0 . 02 1 . 1 
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炭化温度 の 上昇 と と も に炭素 は 増 加 し 水 素 は 5�6 % を 示 し 酸素 は減少 し て い る が， 3000C 以 上 の
も の は涯青炭 の 元素組成に似て い る 。
次 に 埋没炭 の コ ー ク ス の 性状 を表- 4 に示 し た 。
表-4 埋 没 炭 の コ ー ク ス の 性 状
炭イ噂度 | 炭化指数 I 1刊での換算年限 〈年) 1 コ ー ク ス の状態 | 耐圧力均/1 . 77cm2 1 粘 習I島
150 0 . 96 11 黒色海綿状脆弱 50 
200 1 . 41 359 黒色凝結粗塊 500 一
225 1 . 70 2 ， 029 灰色僅に膨脹 1 ， 080 0 . 89 
250 1 . 98 11 ，420 灰色梢膨脹 2 ， 200 0 . 95 
275 2 . 29 64 ，890 黒色梢凝結 2，800 0 . 90 
300 2 . 59 367 ，000 '/ 500 0 . 94 
320 2 . 83 1 ， 468 ，000 黒色僅に凝結 600 0 . 95 
350 3 . 32 11，740 ， 000 " 350 
炭化温度 150，....，350oC， 炭化 時 間 6 hr の 条件 を Bergius の 考 え に よ り lOoC で の 経過年限 に 換
算 し て み る と 表- 4 の 様に 3500C で 1100万年に相 当 す る 。
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埋没炭 の 揮発分測定後 の コ ー ク ス の 性状 は 充分 な粘結性を 示 し た も の は な く ， 僅か に膨脹凝結 を
示 し た に 過 ぎ な い 。 Horn 与 は生化学 的処理 を し た 植物質即 ち 水 中 で嫌気的分解 を 与 え た 水苔， 藻，
泥炭 な ど か ら 粘 結性 を 示 す 人造石炭 を 得 て い る が， 埋没炭 の よ う に 1 万 年 の 生化学的処理程度 で は
粘結性を示 さ な い 。 粘 結性 は JIS 粘結性測定法k よ り 測定 し た が， 各埋没炭 の 比重が異 り ， ま た 水
分 の 多 い も の は 充 分 な 測 定 が 出 来ず微粘結性 を 示 し た に 過 ぎ な い 。 こ の 方 法 で 得 た コ ー ク ス を 用 い
粗天秤 を 改 造 し て 自 作 し た 耐圧力測定機 を 用 い て 耐圧 力 を 測 定 し た 。 炭化温度 2750C で 得 た 埋没炭
の コ ー ク ス が最高耐圧力 を 示 し た。
結論 と し て ， 1174万年 C3500C， 6hr) 経過 し た こ と に な る 埋没炭 に は 粘 結性が 見 ら れな か っ た。
生化学的変化 を 与 え た 植物質 を 人造石炭化 し た 結果， 粘結性を生 じ た と 報ぜ ら れ て い る が， 埋没炭
で は わ ず か に粘結性 を 示 し か け た に 過 ぎ な い。
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